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胃癌198例のCEAを 測定し,CEA値 と予後との関係,な らびに化学療法施行時の効果判定として

CEAの 意義について検討した.治 癒手術例 (109例)の 1年再発率は術前 CEA正 常値例で5.3%,術

前 CEA高 値例で23.1%と,CEA高 値例に再発率は高く,非 治癒手術例(40例)でも術前 CEA高 値例

が早期に死亡していた。一方,再 発胃癌11例の化学療法前後のCEA値 の推移 (CEA変 化率)と 生存

期間との間には有意の負の相関関係を認め,化 学療法施行時の指標としてCEA測 定は有用と考えら

れた。

索引用語 i胃癌, c a r c i n o e m b r y o n i c  a n t i g e n

はじめに

c a r c i n o e m b r y o n i c  a n t i g e n ( C E A ) はこれまで各種

の癌息者について検索され,腫 瘍マーカーとしての,

その有用性が認められている。われわれも大腸癌,胃

癌について,CEA測 定の有用性を報告 してきた1ンヽ
今

回,胃癌患者の術前 CEA値 と予後 との関係,化学療法

施行時の治療効果半」定の指標 としての CEA測 定の意

義について検討 し,若 干の知見を得たので報告する。

対象 と方法

1980年10月より1982年5月 までの 2年 8カ 月間に鳥

取大学第 1外科で入院加療を行った胃癌患者の うち,

CEAを 術前に測定しえた198例を対象 とした。

CEAの 測定は空腹時に採血 した末浦血 よ りZ‐Gel

法で行われ,5ng/ml以 上を CEA陽 性とした。
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成  績

1.胃 癌の進行度 とCEA

CEA値 が5ng/ml以上の陽性値を示した症例を進行

度別にみると,stage Iでは63例中 5例 (7.9%),stage

IIでは17例中2例 (11.8%),stage IIIでは47例中 7例

(14,7%),stage IVでは55例中18例(32.7%),再発例

では16例中12例 (75.0%)で あった (表1)。stageが

進むに従い,CEA陽 性率は高くなり,stage Iに対し

てstage IV,再発例では推計学的にそれぞれ有意に陽

性率は高かった。

2.術 前 CEA高 値例の術後 CEA値 の推移

術前 CEA値 が5ng/ml以上の陽性値を示した症例

のうち,術 後のCEA値 を測定しえた11例について,

CEAの 推移をみると,図 1に示すように,治癒手術の

行われた症例では術後 CEA値 が低下したが,非 治癒

手術に終った症例では術後 CEA値 は低下せず,不 変

あるいは増加していた。治癒手術例のうち2例 は術後



表 l stage別 にみた胃癌患者血中CEA値
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図 1 術 前 CEA高 値例の術後 CEA値 の推移
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再びCEA値 が上昇 したが, この 2例 はいずれも肝転

移が認められた。

3.術 前 CEA値 正常711で術後 CEA高 値を示 した症

例

術前 CEAが 正常値を示 した胃癌症例の 1年 以上経

過例88例のうち,術 後 follow up中に CEA値 が5ng/

ml以 上 となった症例は 8例 (9,1%)で あった。この 8

例の うち治癒手術例 7例 ,非治癒手術例 1例 であった。

この 8例 中 3例 に再発あるいは再燃の病巣が確認され

たが,他 の 5例 では種々の検索にもかかわらず,再 発

部位の確認はできなかった.(図 2).

4.術 前の CEA値 よりみた胃癌の予後

術前 CEA値 により予後を予測しえるかどうかを検

討した。治癒手術の行われた症pllのうち 1年 以上経過

例107例の予後をみると,表 2に 示すように術前 CEA

正常例 の再発率 は5.3%,CEA高 値例 の再発率 は

23.1%と ,CEA高 値例に再発率は高かったが,推 計学

的に有意差はなかった。つぎに非治癒手術に終った

stage IV胃癌 (術後 1年 以上経過例)の 術前 CEA値
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EA値           表 2 術 前CEA値 よりみた胃癌の予後
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図 2 術 前 CEA正 常より術後 CEA高 値を見た症例
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表3 術 前CEA値 よりみたstage IV胃癌の予後

行前 CEA正 常値伊 術前 CEA高 値例

症切数 死 亡例 (%) 症 例数 死 亡例 (%)

切 除 例

生存期間 く週)

1 2    7 ( 弱 . 3 )

5 8 ±2 7

5    4 ( 0 0 ・0 )

36± 15

非切除例

生存期間 (週 )

t l  l 0

1 5 1 5 x

1 2  1 2

1 0 t 5 x

(※ pく0・05)

と死亡率および術後生存期間をみた (表3)。stage IV

胃癌の うち姑息的胃切除を行った17例 (術後 1カ 月以

内の死亡例を除 く)についてみると,CEA正 常値例の

死亡率は58.3%で,そ の平均生存期間は38週であった

のに対 して,CEA高 値例では死亡率が80%で ,平 均生

存期間は36週であった。CEA高 値例に若干早期に死亡

する例が多かったが,推 計学的に有意差はなかった。
一方,非 切除に終った23例についてみると,術 前 CEA

値正常例では死亡率が90.9%で,そ の術後平均生存期

間が15週であったのに対 し,CEA高 値例では死亡率が

100%,その平均生存期間が10週と,CEA高 値例が有意

に早期に死亡 していた (p<0,05),
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ω
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図 3 再 発胃癌の化学療法施行前後のCEA値 の推移

治療前

図4 再 発胃癌に対する化学療法前後のCEA変 化率

と生存期間

5.化 学療法施行前後の CEA値 の推移

CEAが 再発胃癌の化学療法の効果判定の指標 とな

りうるかどうかを検討した。われわれの再発胃癌に対

する化学療法としてはMMC,FT 207,OK 432の 投与

を原則 として行ってきたが,この化学療法前後の CEA

を測定 しえた12例の CEA値 の推移をみると,図 3に

示すように多 くの症例で CEA値 は上昇 し,低 下傾向

を示した症例は 4例 のみで,治 療効果 とCEA値 の変

動 との関係がはっきりしなかった。そのため次に示す

式で CEAの 変化率を求め,治 療開始後の生存期間 と

の関係をみた。

CEA変 化率=

X100×

9(1405)

再発胃癌124/1jのうち,現 在生存中の 1421を除いた11

例について検索したが,図 4に 示すように治療前後の

CEA変 化率と生存期間 との間に推計学的に有意の負

の相関を認めた。

考  察

胃癌 とCEAに ついての報告は最近多 く見 られるよ

うになったが,病理組織学的検討,と くにCEAの 病単

での局在に関してのものが多 く,予 後 との関連や化学

療法の治療効果判定の指標 としての CEAの 意義に言

及 した報告は少ない。。そこでわれわれはこれらの点

について検討を加えた。

術前血中 CEA高 値例では正常値例に比べて予後不

良とする報告は主 として大腸癌についてのものが多

ぃ5j6).Evansら。は治癒切除術の行われた大腸癌につ

いて,術前 CEA値 が2.5ng/ml以下の症例の 3年 再発

率は13%で あったのに対 し,2.5ng/ml以 上の症例で

は39%と ,術 前 CEA高 値例に有意に再発は高かった

と報告している.しかし,胃癌の予後 と術前 CEA値 と

の関係について述べた報告は少ない。ゆ.三 輪 ら311ま治

癒手術例でも術前 CEA高 値例では肝転移などで再発

死亡する例が多いとしている.わ れわれの症例では

CEA正 常例での再発率は5.3%で あったのに対 し,高

値例では23.1%と ,推 計学的に有意差はなかったが,

術前 CEA高 値例に高い再発率を示 した.

術前 CEA高 値例の手術前後の血中 CEA値 の変動

に関して,治 癒手術が行われた症例では CEA値 が下

降し,非治癒手術例では CEAの 高値が持続し,手術の

効果判定の指標 として有用 と考えられている。自験例

では術前 CEA高 値例で治癒手術が行われた場合,

CEA値 は低下していたが,再発を来した症711では再び

CEA値 の上昇が認められた。

術後の follow upに際 し,CEAを 経時的に測定 し,

CEAを 再発予知の指標 とする報告は多い。この際,自

験例で示 したように,術 前 CEA値 正常例でも再発・再

燃時には CEAが 高値を示す症例 も多 く,胃 癌でも再

発予知のために CEAの 測定は有意義なものと考えら

れる。

進行再発胃癌の化学療法時に際して,CEAは 治療効

果判定の指標 として有用であるか否かの報告は少な

ぃの。これは胃癌では化学療法によりCEA値 が著減す

る例が少ないためと考えられる。自験例でも化学療法

によりCEA値 が著減 した症例は少なかった。そこで

治療前後の CEA値 の変動を明確にするため,治 療前

の CEA値 と治療開始後の CEA値 との差を治療前の
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CEA値 で除し, 1カ 月間の変化に換算 したいわゆる

CEA変 化率を求め,治療開始後の生存期間との関係を

みたところ,CEA変 化率 と生存期間との間に有意の負

の相関を認めた。このように治療前後の CEAの 変化

率を測定することは,化 学療法の効果判定の 1つ の基

準 として有用と考えられる。

ま と め

1.胃 痛息者198例の血中 CEAを Z‐Gel法 で測定 し

た。なお,5ng/ml以 上を陽性値 とした。

2.胃 癌息者の CEA陽 性率は22.4%で あ り,進 行度

が進むに従がい,そ の陽性率は高率となり,再 発胃癌

では75.0%で あった。

3.術 前 CEA高 値例の術後推移をみると,治 癒手術

例では術後 CEA値 は低下したが,非 治癒手術例では

CEA値 は高値を持続していた。

4.術 前 CEA正 常例でも,術後 follow up中に CEA

値が高値 となる症例を認めた。

5。再発胃癌に対する化学療法により,CEA値 が著

明に低下する症例は少なかったが,CEA値 の推移 と予

後 との間に密接な相関を認めた。

6.以 上のことより,胃 癌患者の血中 CEA測 定は治

療効果の判定,再 発の予知などに有用 と考えられる.
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